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1 第 1 章（序論）の関連資料 

1.1 官ベース団員調査メンバーと日程 
1.1.1 インセプション・レポートの説明 

1) メンバー 

 

氏名 TOR 職位 

天野 雄介 総括 地球環境部 参事役 

田中 幸夫 治水 地球環境部 水資源第１課 

 

2) 日程 

2012 年 8 月 11 日～15 日 

 

1.1.2 ファクト・ファイティング・ミッション 

1) メンバー 

 

氏名 TOR 職位 

天野 雄介 総括 地球環境部 参事役 

田中 幸夫 治水 地球環境部 水資源第１課 

野坂 直広 協力企画 中東・欧州部 中東第１課 

 

2) 日程 

2012 年 9 月 4 日～8 日 
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1.2 現地調査における協議議事録 
1.2.1 インセプション・レポート説明に関する議事録（2012 年 8 月 16 日） 
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（Japanese Translation） 

議事録 
 

チュニジア共和国 
 

メジェルダ河に係る気候変動影響を考慮した 
 

統合流域管理・洪水対策検討調査 
  

 

 

国際協力機構(JICA)によって組織され、横倉順治を総括とする、チュニジア共和国メジェルダ

河に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査団（以下「調査団」と称す）

は、アブデルヘディ タウフィック農業省ダム・大規模水利施設総局長に代表されるチュニジア側

に対して、インセプションレポートを説明し、協議を行った。 

調査団とチュニジア側は付属文書に記載された主要な事項及び添付の参加者リストについて確

認した。 

 

於：チュニス 2012 年 8 月 16 日 

  

  

  

  

                                                                                 

Mr. アブデルヘディ タウフィック Dr. 横倉 順治 

総局長 チーフコンサルタント 

ダム・大規模水利施設総局 

農業省 

メジェルダ河に係る気候変動影響を考慮し

た統合流域管理・洪水対策検討調査 

 八千代エンジニアリング 

  

  

  

  

                                          

Mr. トリファ ロトフィ  

総局長  

二国間協力総局 

投資・国際協力省 
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付属文書 

 

 

1. インセプションレポートの提出 

農業省 ダム・大規模水利施設総局および国際協力投資省 二国間協力総局は、2012 年 8 月 14 日、

調査団よりフランス語版および英語版のインセプションレポートを受領した。 

 

2. インセプションレポートの説明に係る会議 

インセプションレポートの説明に係る会議が、2012 年 8 月 14 日国際協力投資省で開催された。 
 

3. インセプションレポートの説明 

調査団は、インセプションレポート及び調査に関するスコープを説明した。 

 

4. 協議  

協議を通じて、チュニジア側と調査団は、インセプションレポートの内容を確認し、合意した。

協議詳細は以下の通りである： 

 

１）マスタープランでは調査対象にならなかったトビアス堰下流～河口につては、将来入植計画

があるので、今回の調査対象としてほしい旨チュニジア側より要請があった。調査団は当該

地域の重要性を検討するとコメントした。 

 

２）河道改修については水理的に好ましい河道拡幅・掘削を基本とするが、築堤により用地取得

をできるだけ少なくする必要があり、両者のバランスのとれた最適な方法を検討する。 

 

３）エルバタンのダム橋およびジュダイダ市内の旧橋の歴史的橋梁地点においては、現在これら

の橋の改善あるいは撤去はできないため、適切な対応を検討する。これらの橋梁については

歴史建造物としての法的規制があるかチュニジア側は確認する。ジュダイダの鉄道橋でも橋

長が不足しているので、必要断面を確保するためには改善が必要とされる。 

 

４）調査団から要請のあった資料・情報は 9 月 14 日前のできるだけ早い時期にチュニジア側か

ら調査団に提供していただきたい。 
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別添 

 

2012 年 8 月 14 日 インセプションレポート会議出席者リスト 
 

チュニジア側参加者 

投資・国際協力省 

1. Mr. TRIFA Lotfi  投資・国際協力省 二国間協力総局長 

2. Mr. KAMMOUN Khelil  投資・国際協力省 局長 

3. Ms. BOUZAOUACHE Asma 投資・国際協力省 課長 
 

農業省 

4. Dr. LOUATI Mohamed Hedi ダム・大規模水利施設総局 調査局長 

5. Mr. JEMMALI Khelil  ダム・大規模水利施設総局 ダム管理局長 

6. Mr. HASSEN Ben Ali  ダム・大規模水利施設総局 ダム管理局次長 

7. Mr. BAKLOUTI Bechir  ダム・大規模水利施設総局 土木エンジニア 

8. Mr. BECHR Jamel  ダム・大規模水利施設総局 地質エンジニア 

9. Mr. AYACHI Samir  ダム・大規模水利施設総局 水理エンジニア 

10. Mr. GUIDARA Héla  森林総局 課長 

11. Mr. REJEB Mondher  水資源総局 水文調査・研究局次長 

12. Mr. ISSAM Anator  農地保全総局 調査局長 

13. Mr. JAZIRI Habib  農地保全総局 モニタリング局次長 

14. Mr. JAZIRI Raouf  アリアナ県農業省地方事務局 所長 

15. Mr. JELASSI Fayçal  マヌーバ県農業省地方事務局 水資源課長 

16. Mr. NASRI Slah  水理計画局 所長 

 

設備省 

17. Mr. GASMI Mohamed  都市水理局長 
 

環境省 

18. Mr. MEJAI Youssef  国際協力局 顧問 

19. Ms. MESSAI Awatef  環境・生活総局 課長 

20. Mr. ZITOUNI Taoufik  環境・生活総局 化学者 

 

気象局 

21. Mr. HAJJEJ Mohamed  生産局長 

22. Mr. JEBALI Mohamed Habib 主任エンジニア 

 

水開発配水公社 

23. Ms. CHERNI Awatef  主任エンジニア 
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チュニス工科大学 

24. Mr. ZOUBEIDA Bargaoui 土木課教授 
 

産業地所管理局 

25. Mr. GATRI Fakhreddine  法務局 

 

日本側参加者 

在チュニジア日本国大使館 

1. Mr. 田中 寿樹   在チュニジア日本国大使館 三等書記官  

経済・経協／技協担当 

国際協力機構 (JICA) 

2. Mr. 天野 雄介        JICA 地球環境部 水資源・防災グループ 参事役 

3. Mr. 田中 幸夫        JICA 地球環境部 水資源・防災グループ 水資源第一課 

4. Mr. 富澤 隆一   JICA チュニジア事務所長 

5. Ms. 原 なをみ  JICA チュニジア事務所員 

6. Ms. 谷口 さやか  JICA チュニジア事務所員 

7. Ms. KEFI Karima  JICA チュニジア事務所 プロジェクト担当 

 

調査チーム（東京大学チーム） 

 8. Dr. 小池 俊雄   教授 

 9. Dr. 辻本 久美子  特任助教 

10. Dr. 渋尾 欣弘   特任助教 

11. Ms. 長谷川 泉   特任研究員 

12. Mr. 澤田 洋平   修士課程 2 年 

13. Mr. 岡田 登   仏日通訳 

 

調査チーム（コンサルタントチーム） 

14. Mr. 横倉 順治   総括／河道計画 

15. Mr. 佐藤 忠文   水文調査 

16. Mr. 大浦 寿   地質・地形分析・地盤分析 

17. Mr. 北野 真広   水理解析 

18. Mr. 高橋 亨   流域管理／治水計画 

19. Mr. 金村 秀敏   経済・財務分析／組織制度 

20. Mr. 矢部 義夫   治水経済調査 

21. Ms. 松尾 唯以  環境社会配慮 

22. Mr. 茹 瑛   業務調整／治水計画補助 

23. Mr. 染谷 亨   業務調整 

24. Mr. 鈴木 源太郎  仏日通訳 
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1.2.2 現地調査における Technical Note（2012 年 9 月 13 日） 
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1.2.3 Fact Finding Mission による Aid-Memorie（2012 年 9 月 7 日） 
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AnnexII 以下の付属文書は 省略 
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1.2.4 ドラフトファイナル・レポート中間報告における Technical Note（2012 年 11 月 9 日） 

 

 

 



チュニジア国メジェルダ川に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査 

八千代エンジニヤリング(株) 

 

 ファイナル・レポート 

22 

 

 

 



チュニジア国メジェルダ川に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査 

八千代エンジニヤリング(株) 

 

 ファイナル・レポート 

23 

 

 

 



チュニジア国メジェルダ川に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査 

八千代エンジニヤリング(株) 

 

 ファイナル・レポート 

24 

 

 

 

 



チュニジア国メジェルダ川に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査 

八千代エンジニヤリング(株) 

 

 ファイナル・レポート 

25 

 

 

 



チュニジア国メジェルダ川に係る気候変動影響を考慮した統合流域管理・洪水対策検討調査 

八千代エンジニヤリング(株) 

 

 ファイナル・レポート 

26 

（English Translation） 
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1.2.5 ドラフトファイナル・レポート説明における Minutes of Discussion（2013 年 2 月 5 日） 
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2 .第 2 章（流域の概要と洪水被害状況）の関連資料 

2.1 地形･測量データリストと調査位置図 

下表にこれまでの調査で入手した既往地形・測量データ、を下表に整理した。下図には同測量

データ箇所の位置図を示した。 

 

表 2.1.1-2 既往地形・測量データ及び補足簡易測量 
地形･測量データ 内容 作成 

地形図 縮尺 25,000 分の 1 及び 50,000 分の 1 地形・地図作成局 

DEM データ 
76 m x 76 m メッシュ標高データ NASAの SRTM3遠隔

探査データ 

メジェルダ川縦横断面図(1) 

シディ・サレムダムから河口まで 

150km の縦断形と 447 の横断面（375 の横断

面＋72 の詳細横断面） 

横断面 400m 間隔 

MARHP（農業・水資

源・漁業省）、2007 年 

メジェルダ川縦横断面図(2) 

シディ・サレムダム上流のメジェルダ川から

アルジェリアとの国境まで 

180km の縦断形と 360 の横断面 

横断面 500m 間隔 

M/P 調査 2008 年 

メジェルダ川支川縦横断面 

シディ・サレムダム上流のメジェルダ川主要

支流（ワジ・メレゲ、ワジ・テサ、ワジ・ラ

ガイ、ワジェ・バジェール、ワジ・ブ・ウル

トマ、ワジ・カセブ及びワジ・ベジャ） 

141km の縦断面と 476 の横断面 

M/P 調査 2008 年 

洪水制御構造物建設候補地 

（M/P 調査時）縦横断面図 

55km の縦断形と 72 の横断面 M/P 調査 2008 年 

メジェルダ川縦横断面図(追

加) 

MARHP2007 年測量横断面の中間部分に追

加した縦横断面 

66km の縦断形と 146 の追加横断面 

準備調査 2010 年 

エル・マブトゥ調整池地表平

面図 

縮尺 5,000 分の 1、15,916ha 準備調査 2010 年 

エル・マブトゥ水路縦横断面

図 

25.5km の縦断形と 102 の横断面 準備調査 2010 年 

エル・マブトゥ調整池出入口 

既存構造物周囲地表平面図 

縮尺 200 分の 1、12 構造物 18ha 準備調査 2010 年 

カラート・アンダルース 

道路縦横断面 

4.5km の縦断形と 46 の横断面 準備調査 2010 年 

シャフル川縦横断面図 

MARHP2007 年測量断面の中間部分に追加

した縦横断面 

2.3km の縦断形と 8 の横断面 

準備調査 2010 年 

D2 ゾーン河川改修候補箇所 

樋門樋管調査データ 

位置、構造物諸元の調査表作成 本調査 2012 年 

D2 ゾーン橋梁改修候補箇所

簡易測量横断面図 

エル・マブトゥ水路橋梁箇所及びシャフル川

橋梁箇所 3 横断面 

本調査 2012 年 

出典 : 準備調査報告書に加筆整理 
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出典 : 準備調査報告書に加筆 
 

図 2.1.1-2 測量データ位置図 
 

2.2 本調査で使用されているチュニジア地形座標系 

チュニジアの公式地形座標系は官報に公示された2009年2月10日のチュニジア国防省令により

定められている1。同座標系あるいはデータは下記により定められる。 

– 測地システム：NTT（チュニジア新三角測量）システム―回転楕円体の組み合わせ：フ

ランスの Clarke 1880（Clarke IGN）。 

– 図法：UTM（ユニバーサル横メルカトル図法）の円筒図法―ゾーン北 32 

この座標系は旧 STT（チュニジア地形測量サービス）システムを修正し、同システムの代わり

となる。同座標系のパラメータを下記に示す。 

                                                   
1 A.ベン・ハジ・サレム。OTC（測量・土地台帳局）。2011 年 5 月 18 日～22 日にモロッコのマラケシュで開催された技術講演

会「Bridging  the Gap between Cultures（諸文化間のギャップを埋める）」資料 13 頁の「チュニジア地上測地システムの統

一」。 

a 

b 

c 

   a 橋梁簡易横断測量の追加箇所  
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表 1：NTT（チュニジア新三角測量）データ＋UTM（ユニバーサル横メルカトル図法） 
楕円体 フランスの Clarke 1880  IGN 

  a (m) 6378249.2 dx (WGS84方向へ) (m) -263 
  b (m) 6356515 dy (WGS84方向へ) (m) 6 
  f 293.466021 dz (WGS84方向へ) (m) 431 
  e 0.082483257 rx (WGS84方向へ)  0 
    ry (WGS84方向へ)  0 
    rz (WGS84方向へ) 0 
   n (尺度) 0 

公式図法 UTM（ユニバーサル横メルカトル図法）―ゾーン北32 

その他の図法 チュニジア北ランベルト図法（ランベルト円錐図法） 
（カルタージュ基準点） 

  X0 (m) 500000 第1標準緯線（長さのゆが

み係数＝1の緯線） 
38.25 

  Y0 (m) 300000 第2標準緯線（長さのゆが

み係数＝1の緯線） 
41.75 

  長さ単位 メートル 原点ラムダ 0.172787596 
  原点経線 11 原点経線 0.628318531 
  原点緯線 40 phi1 0.600829595 
  尺度 0.999625769 phi2 0.655807466 
  角度単位 度   

水準測量 NGT (チュニジア一般水準測量) 

楕円体 基準点 
（高度レファレンス） 

チュニス、ポルト・ド・フランス記念建

造物（高度7,000m） 

 

本調査では下記の地形座標系を用いる。 

– 上記のチュニジアの座標系：地形データ、1D と 2D の水理計算モデル（MIKE Flood）及

び GIS（当該計画のために確立した地理情報システム）のために使用。 

WGS84 座標系（GPS 座標系）：Google Earth Pro、サイトでの位置測定、その他とともに使用。 

 

2.3 D2 ゾーンでの地質条件 

（１） メジェルダ川流域及び調査地（D2 ゾーン）の地質 

メジェルダ川は下図に示すように、主にサハラン･アトラスを北東に流下し、チュニス湾に注ぐ。

広域構造帯区分では、主にダイアピル･ゾーン（Diapir Zone）、一部、覆瓦構造ゾーン（Imbrication 

Zone）に位置し、構造帯の境界に北西側から南東側に押し上げる衝上断層が存在する。その間で

は、南西－北東方向に伸びる褶曲構造が発達している。山地・丘陵の稜線部が背斜となる傾向が

ある。 
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出典：Tunisian Transtensive Basin in Tethyan Geodynamic Context and Their Post-Tortonian Inversion 

図 2.1.2-1 調査地周辺のテクトニクス 

A: 全体状況, B: テクトニクス概略図, 1: 大陸卓状地、2: 大陸間地塊、3: 結晶質地塊、4.リフ及びテリアン･アト

ラス、5: 新生代火山岩、６: 衝上断層、7: 南アトラス前縁、a: 主要衝上断層、 b: 主要断層、 c: 主要背斜、 d: 

三畳系、 e:地溝、 f: カサリン島範囲 
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メジェルダ川流域の地質は、下図に示すように、山地及び丘陵部においては、中生代三畳紀、

白亜紀、新生代暁新世、始新世、漸新世、中新世、鮮新世の堆積岩（石灰岩、ドロマイト、層灰

岩、砂岩、頁岩、蒸発岩）からなり、低地部では第四紀更新世、完新世の砂、粘土等の堆積層が

分布している。 

出典 : 農業省提供資料に凡例部分を編集及びメジェルダ川流域を追記 

図 2.1.2-2 チュニジア広域地質概要図 
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調査地（D2 ゾーン）周辺では、下図に示すように、以下の地質分布がみられる。 

i) A 山地：ラルーシアダム～テボルバ下流の北西側に南西－北東方向に伸長し、主に三畳紀層

（粘土岩、ドロマイト、砂岩、蒸発岩等）、白亜紀層（層灰岩、石灰岩等）、第三紀層（石

灰岩、フリント、礫岩、砂岩、粘土岩、層灰岩等）が分布する。 

ii) B 丘陵：エル･マブトゥ北側から海岸まで南西－北東方向に伸長し、主に中新世－鮮新世層

（礫岩、砂岩、粘土岩、層灰岩）が分布する。 

iii) C 丘陵：ラルーシアダム～ジュデイダ南に広い低丘陵を形成し、主に中新世－鮮新世層（礫

岩、砂岩、粘土岩）が分布する。上流側では丘陵の高度が高まり、白亜紀層、漸新世層、

始新世層が分布する。 

iv) D 丘陵：チュニスの北側に 2 箇所の小孤立丘陵を形成し、主に白亜紀層（層灰岩、石灰岩

等）、一部に漸新世、始新世層、中新世層及び鮮新世層が分布する。 
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出典 : 準備調査報告書、原典 : チュニジア地質図

1/500,000（Office National des Mines(ONM)）を編

集 

B 

A 
D 

C 

 

図 2.1.2-3 調査地（D2 ゾーン）周辺の地質 
 

主要地質構成及び各層の層厚は下表に示すようになる。D2 ゾーン周囲の地質をまとめると下図

のようになる。なお、硬質岩は中生代以前の石灰質岩に限られ、分布は限られる。 
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表 2.1.2-1 調査地周辺の主要地質構成 
代（Era） 紀（Period） 層群（Formation） 構成岩種、土質 層厚（最大） 

新生代 

第四紀  粘土、シルト、砂、礫 60m 

鮮新世 
Proto-Farina 砂岩 300m 
Raf-Raf 石灰質粘土岩、砂岩 300m 

中新世 

Oued Bel Khedim 蒸発岩、陸成/潟成頁岩、石灰岩 300m 
Kechabta 陸成/潟成頁岩、砂岩 200m 
Qued El Melah 粘土岩、ジプサム、ドロマイト、石灰岩 150m 
Mellaha 蒸発岩、粘土岩、硬石膏、一部ドロマイト 350ｍ 

中生代 
白亜紀  層灰岩、粘土岩、砂岩、ドロマイト  
三畳紀  ドロマイト、粘土岩、砂質岩、瀝青岩  

出典：Evidence of Quaternary active folding near Utique (NE Tunisia) from tectonic obsevations and a seismic profile より

編集 

図 2.1.2-4 調査地周辺の地質、主要断層、歴史地震 
 

上図のメンゼル･ゴール山では弾性波探査により衝上断層の存在が推定されている。下図に示す

ように、解析結果は第四紀初期までの活動を示すものであり、所謂、第四紀断層である。調査地

周辺の山地・丘陵には同様な断層構造が存在することを示唆していると考えられる。メジェルダ

川沿い及び平地では第四紀層に覆われ、断層は確認されていない。また、地形にも現れていない。 
 

1: 上部第四系、 2: 下部第四系、 3: 鮮新統、 4: 中新統、 5 :白亜系、 6: 三畳系、 7: 油井、 8: 断層、 
9: 弾性波探査線、 10: 行政境界 
△：歴史書籍による AD412 年－AD 1975 間の地震（修正メルカリ強度で表示、対応マグニチュードを提示） 
 
出典：Evidence of Quaternary active folding near Utique (NE Tunisia) from tectonic obsevations and a seismic profile 
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図 2.1.2-5 ウティク断層の弾性波探査及び露頭観察解析結果 
 

（２） 調査地（D2 ゾーン）の地震 

チュニジアでは、1980 年以降、地震被害は発生していない（Prevention Web 資料）。過去の地震

は下表に示すものが記録されている。調査地においては、同表に示すように、M7 以上を含む歴史

地震が記録されている。 
 

表 2.1.2-2 チュニジアの過去地震の記録 
年月日 震央 マグニチュード 備考 

1758 年 1 月. コンスタンティン、チュニス  死者数人 
1941 年 12 月 27 日 チュニス 6.8  

出典 : Earthquake Risk in Africa - A community leader’s guide-, University of Science & Technology Houari Boumediene 

(USTHB), Argeria 

 

a) 弾性波断面, b) 解析, c) 指定横断面, d) 中新統最

下部に戻した断層無し断面  

a) 主断層の写真、b) c) 解析、d) 断層横断面、 

1) 基盤のガリー、 2) 砂岩、礫岩 (鮮新統)、 3) 灰

色粘土、 4) 石灰質殻、 5) 赤色粘土、 6) 最近の礫

岩、7) 崩積楔、8) 土壌、 9) 不定部、 10) 陶器位

置 

出典：Evidence of Quaternary active folding near 

Utique (NE Tunisia) from tectonic observations 

and a seismic profile 
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